
◇
足
立
区
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を

　
改
正
す
る
条
例（
議
員
提
出
議
案
）

高
齢
者
全
体
の
生
活
を
か
ん
が
み
て
、

介
護
保
険
料
全
体
の
緩
和
を
は
か
る

も
の

◇
負
担
附
き
贈
与
に
か
か
る
財
産
の

　
受
け
入
れ
に
つ
い
て

　
　
東
京
都
所
有
の
土
地
の
贈
与
を

　
受
け
入
れ
る
も
の

◇
財
産
の
処
分
に
つ
い
て

　
　
旧
足
立
区
立
上
総
湊
健
康
学
園

　
の
土
地
・
建
物
を
売
却
す
る
も
の

◇
損
害
賠
償
額
の
決
定

　
　
マ
ン
シ
ョ
ン
の
ご
み
集
積
所
に

　
進
入
す
る
た
め
、
清
掃
車
を
後
退

　
さ
せ
て
い
た
と
こ
ろ
、
清
掃
車
の

　
右
側
後
部
が
相
手
方
マ
ン
シ
ョ
ン

　
の
非
常
階
段
手
摺
に
接
触
し
、
損

　
害
を
与
え
た
額
（
　
万
　
千
　
円
）

　
の
決
定

◇
放
棄
し
た
債
権
の
報
告
に
つ
い
て

　
　
足
立
区
の
債
権
の
管
理
等
に
関

　
す
る
条
例
第
　
条
に
基
づ
き
、
区

　
の
債
権
に
つ
い
て
放
棄
し
た
も
の

◇
犬
及
び
猫
の
不
妊
去
勢
手
術
助
成
金

　
制
度
の
創
設
を
求
め
る
請
願（
１
項
）

◇
住
区
セ
ン
タ
ー
の
一
部
有
料
化
を  

　
無
料
に
戻
す
陳
情

　
―
陳
情
の
趣
旨
に
沿
い
か
ね
る

　
今
定
例
会
で
可
決
し
た
決
議
・
意

見
書
は
次
の
と
お
り
で
す
。
議
決
後
、

関
係
機
関
に
送
付
し
ま
し
た
。

　
　
月
　
日
、
北
朝
鮮
は
、
国
際
社

会
の
強
い
懸
念
と
非
難
を
押
し
切
っ

て
、
核
実
験
を
実
施
し
た
と
発
表
し

た
。
こ
れ
が
事
実
と
す
れ
ば
、
世
界

の
安
全
を
脅
か
す
許
し
が
た
い
暴
挙

で
あ
る
。

　
す
で
に
国
連
安
保
理
は
、
北
朝
鮮

の
核
実
験
声
明
後
、
わ
ず
か
　
日
と

い
う
早
さ
で
北
朝
鮮
に
警
告
す
る
議

長
声
明
を
全
会
一
致
で
採
択
し
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
核
実
験
が
断

行
さ
れ
た
こ
と
は
核
拡
散
防
止
に
努

力
す
る
国
際
社
会
へ
の
重
大
な
挑
戦

で
あ
る
。

　
わ
が
国
は
、
広
島
・
長
崎
へ
の
原

爆
投
下
に
よ
り
、
人
類
未
曾
有
の
悲

劇
を
体
験
し
た
。
ま
た
、
首
都
東
京

も
、
戦
禍
に
よ
り
多
く
の
尊
い
人
命

が
犠
牲
に
な
っ
た
た
め
、
核
兵
器
の

廃
絶
や
国
際
平
和
を
心
か
ら
願
っ
て

い
る
。

　
し
か
し
、
北
朝
鮮
は
、
こ
れ
ま
で

も
拉
致
や
ミ
サ
イ
ル
発
射
な
ど
を
繰

り
返
し
、
国
際
社
会
の
ル
ー
ル
や
秩

序
を
無
視
し
て
平
然
と
し
た
態
度
を

と
り
続
け
、
自
ら
の
非
を
認
め
よ
う

と
し
な
い
。

　
よ
っ
て
足
立
区
議
会
は
、
北
朝
鮮

の
核
実
験
に
対
し
厳
重
に
抗
議
す
る

と
と
も
に
、
北
朝
鮮
が
、
六
カ
国
協

議
に
早
期
・
無
条
件
に
復
帰
し
、
全

て
の
核
兵
器
及
び
核
計
画
の
放
棄
と
、

ミ
サ
イ
ル
、
拉
致
な
ど
の
問
題
解
決

に
も
誠
実
に
対
応
す
る
よ
う
強
く
求

め
る
も
の
で
あ
る
。

　
以
上
、
決
議
す
る
。

　
　
　
　
　
足
　
立
　
区
　
議
　
会

　
　
分
　
秒
を
争
う
救
急
医
療
の
「
切

り
札
」
と
し
て
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
全

国
配
備
が
強
く
望
ま
れ
て
い
る
。
特

に
近
年
、
医
師
の
偏
在
や
不
足
が
深

刻
化
し
つ
つ
あ
る
中
で
、
患
者
が
ど

こ
に
い
て
も
短
時
間
で
治
療
や
搬
送

を
行
う
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
配
備
の
必

要
性
は
高
ま
っ
て
い
る
。

　
日
本
の
現
状
は
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
が

広
く
普
及
し
て
い
る
欧
米
諸
国
と
比

べ
る
と
大
き
な
格
差
が
あ
る
。
例
え

ば
、
　
年
に
世
界
に
先
駆
け
て
ド
ク

タ
ー
ヘ
リ
を
導
入
し
た
ド
イ
ツ
で
は
、

そ
の
後
　
年
間
で
交
通
事
故
に
よ
る

死
亡
者
数
を
約
　
分
の
　
に
ま
で
劇

的
に
減
少
さ
せ
て
い
る
。

　
ま
た
、
山
岳
地
帯
が
多
い
ス
イ
ス

で
は
、
国
内
ど
こ
へ
で
も
概
ね
　
分

以
内
に
医
師
を
乗
せ
た
ヘ
リ
を
現
場

に
派
遣
し
て
、
治
療
行
為
を
開
始
で

き
る
体
制
を
と
っ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
日
本
で
は
平
成
　
年
度

か
ら
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
導
入
促
進
事
業

が
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、
現
在
、
岡
山
、

静
岡
（
　
機
）
、
千
葉
、
愛
知
、
福
岡
、

神
奈
川
、
和
歌
山
、
北
海
道
、
長
野

の
　
道
県
　
機
の
運
行
に
と
ど
ま
っ

て
い
る
。
導
入
が
進
ま
な
い
要
因
の

一
つ
は
、
運
営
主
体
と
な
る
都
道
府

県
や
病
院
の
過
重
な
財
政
負
担
で
あ

る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
よ
っ
て
、
足
立
区
議
会
は
国
会
及

び
政
府
に
対
し
、
救
急
救
命
に
大
き

な
効
果
を
上
げ
る
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の

全
国
配
備
を
推
進
す
る
た
め
に
、
下

記
の
事
項
を
含
め
た
体
制
整
備
に
必

要
な
措
置
を
図
る
新
法
の
制
定
を
強

く
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
記

１
　
国
と
都
道
府
県
の
責
務
を
明
記

　
す
る
こ
と
。

２
　
国
が
整
備
に
必
要
な
経
費
を
補

　
助
す
る
こ
と
。

３
　
運
行
費
を
支
給
す
る
な
ど
財
政

　
安
定
化
を
図
る
こ
と
。

　
（
衆
・
参
議
院
議
長
、
内
閣
総
理

　
　
大
臣
、
厚
生
労
働
大
臣
、
国
土

　
　
交
通
大
臣
あ
て
）

　　　
今
定
例
会
に
区
長
か
ら
、
平
成
　

年
度
「
一
般
会
計
」
「
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
」
「
介
護
保
険
特
別
会

計
」
「
老
人
保
健
医
療
特
別
会
計
」

の
歳
入
歳
出
決
算
に
つ
い
て
の
議
案

が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
議
会
は
こ
れ
ら
の
議
案
を
審
査
す

る
た
め
　
月
　
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、

決
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
　
月
　
日
に
本
委
員
会
を
開
会
し
、

く
じ
ら
い
光
治
委
員
長
、
渕
上
隆
副

委
員
長
、
針
谷
み
き
お
副
委
員
長
を

選
任
し
、
　
月
　
日
ま
で
計
　
日
間

審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
平
成
　
年
度
は
、
新
基
本
構
想
、

基
本
計
画
及
び
中
期
財
政
計
画
に
基

づ
き
区
政
運
営
を
行
う
最
初
の
年
で

し
た
。
こ
の
予
算
を
「
活
力
と
安
心

で
魅
力
あ
る
ま
ち
を
創
る
予
算
」
と

銘
打
ち
編
成
し
、
執
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
の
歳
入
は
　
千
　
億
　

千
　
万
　
円
、
前
年
比
　
％
増
。
歳

出
は
　
千
　
億
　
千
　
万
　
千
　
円
、

前
年
比
　
％
増
と
な
り
ま
し
た
。

　
普
通
会
計
決
算
の
実
質
収
支
は
、

　
億
円
黒
字
、
前
年
比
約
　
億
円
減
。

財
政
運
営
の
弾
力
性
や
健
全
性
を
示

す
経
常
収
支
比
率
は
　
％
で
、
前
年

比
で
は
　
ポ
イ
ン
ト
改
善
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
依
然
と
し
て
財
政
調
整

交
付
金
へ
の
依
存
度
は
高
ま
っ
て
い

ま
す
。
特
別
区
民
税
の
安
定
的
確
保

策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
り
、
今
後
の

行
財
政
運
営
の
大
き
な
課
題
で
す
。

　
歳
入
の
確
保
や
歳
出
の
見
直
し
、

区
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
、
教
育
の
諸

課
題
等
に
つ
い
て
、
多
く
の
委
員
が

質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

　
歳
入
に
関
し
て
は
、
収
入
未
済
や

不
納
欠
損
対
策
、
口
座
振
替
新
規
加

入
促
進
等
、
区
の
取
り
組
み
状
況
に

つ
い
て
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

　
歳
出
に
関
し
て
は
、
子
育
て
支
援
、

健
康
増
進
対
策
、
高
齢
者
・
障
害
者

福
祉
へ
の
取
り
組
み
等
、
様
々
な
角

度
か
ら
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

　
区
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
関
し
て

は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
活
用
や
更
な

る
Ｐ
Ｒ
、
偏
っ
た
認
識
の
報
道
対
応

に
つ
い
て
質
疑
や
要
望
を
し
ま
し
た
。

　
教
育
に
関
し
て
は
、
食
育
、
環
境

教
育
、
特
別
支
援
教
育
、
教
科
書
採

択
、
私
立
幼
稚
園
入
園
料
補
助
金
等
、

幅
広
く
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

　
区
民
事
務
所
窓
口
の
民
間
委
託
に

関
し
て
は
、
費
用
削
減
効
果
、
個
人

情
報
対
策
等
の
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

　
そ
の
他
、
鈴
木
区
政
　
期
　
年
間

の
取
り
組
み
と
成
果
に
つ
い
て
、
那

須
区
民
保
養
所
の
廃
止
等
の
手
続
き

に
つ
い
て
、
東
京
芸
術
セ
ン
タ
ー
に

つ
い
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
新

設
・
延
伸
に
つ
い
て
、
住
宅
耐
震
助

成
に
つ
い
て
等
、
各
委
員
は
、
区
政

全
般
に
幅
広
く
、
か
つ
活
発
に
質
疑

を
行
い
ま
し
た
。

　
　
月
　
日
に
質
疑
を
終
了
し
、
各

会
派
討
論
の
後
、
採
決
し
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
平
成
　
年
度
「
一
般

会
計
」
「
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
」

歳
入
歳
出
決
算
に
つ
い
て
は
、
挙
手

多
数
に
よ
り
認
定
す
べ
き
も
の
と
決

し
ま
し
た
。
な
お
、
「
介
護
保
険
特

別
会
計
」
「
老
人
保
健
医
療
特
別
会

計
」
歳
入
歳
出
決
算
に
つ
い
て
は
、

全
会
一
致
で
認
定
す
べ
き
も
の
と
決

し
、
審
査
を
終
了
し
ま
し
た
。

　
　
（
討
論
の
要
旨
を
　
頁
に
掲
載
）

　
　
月
　
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、

く
じ
ら
い
光
治
委
員
長
が
、
本
特
別

委
員
会
で
の
審
査
結
果
を
報
告
し
ま

し
た
。
そ
の
後
採
決
を
行
い
、
委
員

会
決
定
の
と
お
り
認
定
し
ま
し
た
。

決
算
特
別
委
員
会
を
設
置

決

算

の

概

要

主

な

質

疑

内

容

決
算
特
別
委
員
会
で
の
審
査
結
果

本
会
議
で
の
議
決
結
果

（　） 継
続
審
査
と
し
た
も
の
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そ
の
他
の
議
案

北
朝
鮮
の
核
実
験
に

抗
議
す
る
決
議

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
全
国
配
備

を
推
進
す
る
た
め
の
新
法
の

制
定
を
求
め
る
意
見
書

報
　
　
告

可
決
し
た
も
の

み
な
さ
ん
か
ら
の

請
願
・
陳
情

採
択
し
た
も
の

不
採
択
と
し
た
も
の


